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様
々
な
人
権
課
題
④

「
性
的
少
数
者（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）」

　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

は
女
性
の
同
性
愛
者（
Ｌｅｓ
ｂ
ｉａｎ
）、男
性
の
同
性
愛
者

（
Ｇａｙ
）、両
性
愛
者（
Ｂ
ｉｓｅｘｕａ
ｌ
）、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー（
Ｔｒａｎｓｇ
ｅｎ
ｄｅｒ
）の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
性

的
少
数
者
を
表
す
言
葉
の一つ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・ラ
ボ
が
２
０
１
８
年
に
全
国
の
20

〜
59
歳
の
約
６
０
，０
０
０
名
を
対
象
と
し
て
行
っ
た「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
調
査
２
０
１
８
」に
よ
る
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
該
当
す
る
と
し
た

人
は
８
．９
％
で
し
た
。８
．９
％
と
い
う
数
字
は
11
人
に
１
人

の
計
算
で
す
。誰
に
も
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
ず
に
、悩
ん
で
い

る
人
が
身
近
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。性
別
は
、「
身
体
の

性
」「
心
の
性
」「
好
き
に

な
る
性
」の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、グ
ラ
デ
ー
シ
ョン

の
よ
う
に
１
人
１
人
異

な
っ
て
い
ま
す
。多
様
な

性
に
つ
い
て
正
し
く
知

り
、誰
も
が
自
分
ら
し

く
い
る
こ
と
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
に
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

→
人
権
問
題
講
演
会
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ

　と
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た

人権問題講演会を開催人権問題講演会を開催
令和元年７月３１日、８月８・２６日 足利市民プラザ 文化ホール

　今年度の人権問題講演会は、令和元年７月３１日、８月８日、８月２６日に
「性的少数者（LGBT）」、「子どもの人権」、「障がい者の人権」の３つの
テーマについて開催しました。　　
　各回とも当事者の方や関係者の方が講師となり、各テーマについて分か
りやすく講演をしていただき、現状について知ることができた大変貴重な講
演会となりました。

↑講演会の様子

↑講演会の様子
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　２０１９年は「子どもの権利条約（児童の権利に関する条
約）」が１９８９年１１月２０日の国連総会において採択されて
から３０年の節目の年です。日本は１９９４年に、世界で１５８
番目にこの条約を批准しました。
　この条約は世界中の１８歳未満のすべての子どもが、ひと
りの人間として持っている権利について定めた条約です。条
約は前文と５４条の条文から構成されていますが、大きく分
けて子どもの４つの権利を守るように定めています。

●生きる権利
　病気や怪我をしたら治療を受けられ、命を守られること

●育つ権利
　名前や国籍を有し、家族とともに生活できること
　持って生まれた能力を発達させるため教育を受けること
　
●守られる権利
　あらゆる暴力や有害な労働、搾取などから守られること

●参加する権利
　自由に意見を表現できること
　団体を作ったり、集会に参加したりすること

↑子どもの権利に関する世界の動き

西暦 内　容

１９２４

１９４８

１９５９

１９８９

１９９４

「児童の権利に関するジュネーブ宣言」
・第一次世界大戦の反省を含めて宣言
・「子どもに対して最善のものを与える義務」

「世界人権宣言」
・世界中全ての人が生まれながら自由であり、
 平等な尊厳と権利を有するとした宣言

「児童の権利に関する宣言」
・ジュネーブ宣言及び世界人権宣言に
 基づいた宣言
・子どもは保護される存在という立場

「子どもの権利条約」が国連総会で採択
・子どもは保護される存在から、みずから権利
 を行使する存在という立場

・日本において「子どもの権利条約」を世界で
 １５８番目に批准
・４月２２日批准、５月２２日発効

「ひとtoひとのフォーラム足利2018」の様子

１２月７日（土）に
　「ひとtoひとのフォーラム足利２０１９」
　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します

※詳細については、ポスター・チラシ、あしかがみ（１１月号）をご覧下さい。

　国際連合総会で世界人権宣言が採択された12月10日は「人権デー」に指定され、国連をはじめ各
国で「人権」をテーマに様々な行事が行われています。日本では、12月4日から10日を「人権週間」に
定めて、全国的に人権意識の高揚を図るための啓発活動が展開されています。
　足利市では、「ひとtoひとのフォーラム」の開催や人権推進広報紙「おもいやり」を発行し、一人で
も多くの市民の方に「人権」を考えてもらえるような取り組みをしています。

入賞作品等展示【第１部】表彰式 【第２部】講演会
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←葉鹿公民館での出前講座の様子

公民館で 「出前講座」 を
開催しました

　令和元年５月３１日および７月３日に、葉鹿公民館・富田公
民館で人権と男女共同参画に関する「出前講座」を開催
しました。公民館からの依頼で講師として市職員が出向き、
講座に参加された２公民館で延べ８０名の市民の方々に
対して、人権と男女共同参画の２つのテーマについて合計
２時間ほどのグループワークを行いました。

　地域福祉会館は隣保館とも呼ばれ、社会福祉法に基づき、地域住民の生活の改善及び向上を目的とした隣保事
業を実施し、同和問題をはじめとする人権問題の解決を図るため、昭和６０年に設立されました。当館は、地域社会の
中で福祉の向上や人権啓発・住民交流の拠点となるコミュニティセンターとして、生活上の各種相談事業や人権課題
の解決のため各種事業を行っています。

　講義形式の講座では、グループワークの形式を採っ
たことにより、時間とともにグループ内での発言も増え参
加者の方々が自ら、「人権」等について考えて頂ける良
い機会になった様でした。出前講座については、今年
度の２回に限らず、各方面でより良い講師・講座になれ
るよう今後も努めていきたいと考えている所です。

↑富田公民館での出前講座の様子

地域福祉会館地域福祉会館
ち　　いき　 ふく　　し　　かい　 かん

地域社会に開かれた
コミュニティセンターを目指して

　相談事業は、相談員が常駐し、生活相談、住宅相
談、職業相談、福祉相談などあらゆる相談を行ってい
ます。
　各種事業としては、次の事業を実施しています。←地域福祉会館

※山前小学校西隣です！

●社会福祉・健康増進事業 ： ウォーキング教室などの
　　　　　　　　　　　　健康講座
●啓発・広報活動事業 ： 同和問題など様 な々人権問
　　　　　　　　　　 題をテーマにした人権講演会
　　　　　　　　　　  やミニ人権展
●教養・文化事業 ： 山前歴史散策ウォーク
●地域交流促進事業 ： 児童対象の定例おはなし会
　　　　　　　　　  やジュニア卓球教室
さらに
　施設利用として、ヨガ・フォークダンス、俳句など現在
　約20サークル、約300人にご利用いただいています。所在地　足利市山下町1312-1
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毛野南小学校では贈呈式の後の人権教室にまもる君とあゆみちゃんも登場
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　市
民
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
権
擁
護

委
員
の
活
動
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
足
利
市
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　今
年
度
も
人
権
擁
護
委
員
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
ま
も
る
君
、人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
マ

ス
コッ
ト
の
登
場
や
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど

で
来
場
者
へ
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

期
日
：
令
和
元
年
５
月
19
日（
日
）

場
所
：
足
利
市
民
体
育
館

◎
人
権
の
花
運
動

　毎
年
、市
内
小
学
校
４
校
で
実
施
し
、小

学
校
在
学
６
年
間
の
中
で一度
だ
け
体
験
で

き
る
事
業
で
す
。こ
の
事
業
は
、児
童
が
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
花
を
栽
培
す
る

こ
と
で
、命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、毛
野
南
小
学
校
、名
草
小

学
校
、梁
田
小
学
校
、小
俣
小
学
校
で
実
施

し
ま
し
た
。各
小
学
校
で
は
、児
童
自
ら
鉢

か
ら
花
壇
に
花
を
植
え
た
り
、水
を
与
え

た
り
し
、生
育
状
況
や
開
花
の
様
子
を
観

察
記
録
や
感
想
文
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、

人
権
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〜
人
権
の
花
運
動
実
施
後
の
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
〜

●
花
も
人
間
と
同
じ
で
命
が
あ
る
な
ん
て
、

　は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。お
友
達
と
いっ

　し
ょ
に
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

●
人
権
の
花
を
大
切
に
し
ま
す
。も
っ
と
花

　を
咲
か
せ
た
い
で
す
。

●
ち
ゃ
ん
と
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

　ま
し
た
。

●
花
が
き
れ
い
だ
と
気
持
ち
も
す
っ
き
り

　す
る
感
じ
が
し
た
。あ
ら
た
め
て
花
の
事

　を
考
え
て
み
て
、花
って
良
い
な
と
思
っ
た
。

人
権
擁
護
委
員

〜
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

　人
権
擁
護
委
員
は
、法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
で
、人
権
相
談
や
各
種
啓

発
活
動
、人
権
侵
害
被
害
者
の
救
済

の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ひ
と
り
で
悩
ま
ず
人
権
擁
護
委
員

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　０
５
７
０ 

－

０
０
３ 

－

１
１
０

　（み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

題字の
「おもいやり」

とは

題字の
「おもいやり」

とは

題字の
「おもいやり」

とは

　「足利市には日本遺産・足利学校があります。そして学校には論語があり、今、小学生たちも論
語の素読をしています。その論語の中に「恕」＊の言葉があります。足利市民は互いに認め合い、
思いやり、住み良い、明るい街にしていきたい」との思いから名づけられました。

＊「恕」･･･「思いやり」のこと。

じょ

「子貢問いて曰わく、一言にして以て終身之れを行うべき者有りや、と。
　　子曰わく、其れ恕か。己の欲せざると所、人に施すこと勿かれ、と。」

し こう  と　　　　　  い　　　　　　　 ひと こと　　　　　　  もっ　　しゅうしん　こ　　　　  おこな 　　　　　　　    もの  あ

し   い　　　　　　　  そ        じょ            おのれ       ほっ                          ところ              ひと      ほどこ                               な

（書き下し文 ： 足利市教育委員会編集･発行「論語抄」から）

お花を代表の児童に手渡し贈呈式当日に花壇に花を植えた学校も！

この人権推進広報紙は再生紙を使用しています
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